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新潟県国際交流協会の事業内容

新潟県では「新潟県国際交流協会」を中心に、国際理解教育を含む
ESD（持続可能な開発のための教育）の支援を行っています。

公益財団法人新潟県国際交流協会は、県民による国際交流、国際協力及び多文化共生の
地域づくりを推進しています。国際理解教育支援事業として代表的なものは、以下の３事業です。

   
CONTEN TS

JICAの開発教育・国際理解教育支援事業

グローカリストたちのアクション

新潟県によるESD支援
にいがたNGOネットワーク
国際教育研究会（RING）について

〜～未来を創る教育とネットワーク～

地球規模での問題、多文化共生、日本と海外との関係におけ
る問題などについて、県内の中学生・高校生が学んだことや考
えていること、行動したいと思っていることをチームで発表しま
す。毎年12月に朱鷺メッセ国際会議室（マリンホール）で、中学
生部門と高校生部門に分けて実施し、部門ごとに最優秀賞、優
秀賞、審査員奨励賞を決定しています。

国際理解教育プレゼンテーションコンテスト

令和２年度プレゼンテーションコンテストの様子

県内の5大学(新潟国際情報大学、敬和学園大学、新潟県立大
学、上越教育大学、新潟大学)の大学生・大学院生を国際交流
ファシリテーターとして委嘱。「世界の現実」「世界の不平等」「異
文化理解」のいずれかのテーマについて話し合い、課題に向き
合うワークショップを小・中・高校生等を対象に行います。

国際交流ファシリテーター養成事業
国際理解ワークショップ

「世界の不平等」をテーマにしたワークショップを小学
生を対象に行っている様子

県内における国際理解教育の充実と進展を図るための、小・
中・高等学校の教員を対象としたセミナーです。近年は、多様
な背景をもつ子どもたちが増えていることから、学校内での多
文化化に焦点を当て、教員自身がさまざまな文化や価値観に
目を向けるきっかけになるようなセミナーを開催しています。

教員向け国際理解教育セミナー

令和元年度に行った教員セミナー

その他の関連事業の紹介

【新潟県国際交流協会】新潟市中央区万代島5-1 万代島ビル2F  TEL：025-290-5650  Email：nia21c@niigata-ia.or.jp

キャリア教育連携促進事業の一環として、学校への
講師派遣を支援する事業です。「JICA新潟デスク」
も国際理解教育分野の講師として、講師リストに
登録されています。
●対象学校：県立及び市町村立（新潟市
を除く）小学校、中学校、義務教育学校、
高等学校、中等教育学校、特別支援学校

【新潟県立教育センター 
キャリア教育推進ステーション】
新潟市西区曽和100-1  
TEL：025-263-9028

「SDGs にいがた」は、新潟県でSDGsに基づく企業活動や地域づくり
を推進し、経済・社会・環境の好循環を地域に生み出すため、産官学
が連携して創設したプラットフォームです。SDGs関連情報を収集・発信
して、企業、自治体、教育・研究機関、各種団体、地域のネットワークを
広げ、それぞれのSDGs課題に取り組めるよう後押ししています。

【地域創生プラットフォーム SDGs にいがた 
準備会事務局（新潟日報社統合推進センター）】
新潟市中央区万代3-1-1  新潟日報メディアシップ内
TEL：025-385-7473　
Email：sdgs@niigata-nippo.co.jp

にいがたNGOネットワーク

国際教育研究会（RING）について
にいがたNGOネットワーク

国際教育研究会（RING）について
RINGは新潟県において持続可能な社会の担い手および教育実践者を増やすために、

身近なところから行動を起こすきっかけの場や環境づくりに取り組んでいます。

RINGの沿 革

RINGの活動内容

●学校・先生方への協力
出前講座や教員研修を通して、学校での授業実践や
探究活動をお手伝いしています。

●地域のイベント・セミナーへの協力
「にいがたフェアトレードフェスティバル」などのイベント
に協力し、講演やブース展示などを行っています。

●国際教育研究会（RINGセミナー）の開催
毎年県内各地、またはオンラインでセミナーを実施！
教育関係者だけでなくさまざまな職種の方や、大人から
子どもまで参加します。

2012年 第1回 国際教育研究会
国際理解教育推進と指導者の育成を目的に、にいがたNGOネットワーク(以下、Nネット)
内の勉強会として開催。

2015年 JICA東京主催 ネットワーク協議会に参加
小黒(現企画委員長)を含めた数名が、ネットワークを活用しながら国際理解教育を推進
するための知見を学ぶ。その後、JICA教師海外研修経験者が中心となり国際教育研究会
を運営することが決定し、JICA新潟デスクも含めた企画委員会を発足。

2016年 第10回 国際教育研究会
新たな運営体制で開催する“キックオフ”となった会。JICA海外協力隊経験者や海外の日
本人学校教員経験者などが集い、さまざまな視点から国際理解教育やESDについて学
ぶとともにネットワーク構築への第一歩となる。

2017年 第14～16回 国際教育研究会・学びあいフォーラムに参加
研究会を上越にて初開催。また、持続可能な地域社会づくりに取り組む全国の団体ととも
に「学びあいフォーラム」（開発教育協会主催）に参加し、ビジョンやミッションを再考。研
究会の愛称を「RING」に決め、Facebookページを開設。

第11～13回 国際教育研究会・にいがた国際フェスティバルにブース出展
ファシリテーションや児童労働をテーマに講師を招いて開催。年度最後の会では、JICA
教師海外研修報告会をJICAと共催で行い、次年度以降定例となる。また、Nネット主催の

「にいがた国際フェスティバル」に初めてブースを出展する。

2018年 第17～21回 国際教育研究会・SDGs-DAYにて発表
研究会を年5回に増やし、新潟県国際交流協会の国際交流ファシリテーター事業等との
連携により内容の充実を図る。また、Nネット内の団体(NVC)と協働して教材も開発。地域
連携の好事例として、RINGの取り組みを「SDGs-DAY」(JANIC主催・東京)において発表。

2020年 第27～29回 国際教育研究会・パンフレットとロゴを作成
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、研究会をオンラインにて開催。RINGを含め、SDGsや
国際理解教育の推進に関わる新潟の様々なアクターをまとめたパンフレットとロゴを作成。

2019年 第22～26回 国際教育研究会・JICA教師海外研修ネットワーク報告会にて発表
研究会を初めて佐渡で開催し、年間で上越、中越、下越、佐渡の県内全域で実施。総勢25
名（当時）のメンバーと協力し合い、多様なリソースと連携しながら満足度の高い研究会
を創造するRINGの取り組みを、JICA教師海外研修ネットワーク研修会（東京）で発表。

　私は2006年にJICA教師海外研修でカン
ボジアに行きました。現地では衝撃的なこと
がたくさんありました。でも、私が強く衝撃を
受けたことは、日本に帰国した時に乗った
電車で目にした日本人の表情の無さでし
た。当時、カンボジアは経済的に豊かとは言
えない状況でしたが、そこには「生きている」

表情がありました。日本は先進国のようですが、私の目に映る日本人
の顔はお世辞にも幸せそうではありませんでした。豊かさって何？経
済的に豊かになることが幸せなの？日本はカンボジアよりも教育が
普及しているけど、その教育にどんな意味があるの？そのような疑問
が次々と湧いてきました。どんな人でも、大きく考えればみんな同じ星
に生きる地球人。地球のことを知り、互いを認め合い、共に幸せに生
きていくにはどうしたらよいのかを考え、行動していく。そのような教
育が大切ではなかろうかと思い、教育実践を重ねてきました。今では
RINGという素敵な仲間と学びの場があることで、私はもっと安心して
伸び伸びと学び、豊かな人生に繋がっています。心がワクワクするこ
とに素直に、これからも魅力ある出会いと学びの場を創造していきま
す。ぜひご参加ください。明日もこの星で、あなたとともに。

RING代表挨拶

小黒 淳一さん

RING
企画委員長

明日もこの星で
あなたとともに

　国際協力推進の人材育成のために、学校
での国際理解教育を充実させる必要がある
という認識のもと、2012年12月、にいがた
NGOネットワークの国際教育研究会が発
足しました。徐々に参加教職員が増える中、
JICA新潟デスクの方から、教師海外研修の
参加教員による国際教育の授業実践報告

を国際教育研究会の研修に組み込む提案をいただきました。それは
当研究会の願うところでもあり、2013年度から今日まで継続していま
す。現在、多数の教職員がRINGで活躍していますが、多くはJICA教師
海外研修の経験者であり、新潟県の国際理解教育推進と国際協力
実践の中心的な役割を担っています。また、教職員以外の県民の方
がRINGに参加されていることも嬉しく思います。今後JICAはもとよ
り、他の関係機関とも一層連携を深めることで、国際理解教育の更な
る充実を期待したいと思います。

荒 幸男さん

にいがたNGO
ネットワーク理事長

にいがたNGOネットワーク代表挨拶

国際理解教育の
更なる充実を

キャリア教育講師として
協力隊経験者を派遣!

SDGsに取り組む企業や団体、
学校が多数参加!

CHECK!!CHECK!!

グローカル

とは？
地球規模（グローバル）の

視野で考え、
地域視点(ローカル)で
行動すること

RINGの
Facebookページは

こちら！

お気軽に
ご相談・ご参加ください!
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新潟県では「新潟県国際交流協会」を中心に、国際理解教育を含む
ESD（持続可能な開発のための教育）の支援を行っています。

公益財団法人新潟県国際交流協会は、県民による国際交流、国際協力及び多文化共生の
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地球規模での問題、多文化共生、日本と海外との関係におけ
る問題などについて、県内の中学生・高校生が学んだことや考
えていること、行動したいと思っていることをチームで発表しま
す。毎年12月に朱鷺メッセ国際会議室（マリンホール）で、中学
生部門と高校生部門に分けて実施し、部門ごとに最優秀賞、優
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県内の5大学(新潟国際情報大学、敬和学園大学、新潟県立大
学、上越教育大学、新潟大学)の大学生・大学院生を国際交流
ファシリテーターとして委嘱。「世界の現実」「世界の不平等」「異
文化理解」のいずれかのテーマについて話し合い、課題に向き
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県内における国際理解教育の充実と進展を図るための、小・
中・高等学校の教員を対象としたセミナーです。近年は、多様
な背景をもつ子どもたちが増えていることから、学校内での多
文化化に焦点を当て、教員自身がさまざまな文化や価値観に
目を向けるきっかけになるようなセミナーを開催しています。
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令和元年度に行った教員セミナー
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キャリア教育連携促進事業の一環として、学校への
講師派遣を支援する事業です。「JICA新潟デスク」
も国際理解教育分野の講師として、講師リストに
登録されています。
●対象学校：県立及び市町村立（新潟市
を除く）小学校、中学校、義務教育学校、
高等学校、中等教育学校、特別支援学校

【新潟県立教育センター 
キャリア教育推進ステーション】
新潟市西区曽和100-1  
TEL：025-263-9028

「SDGs にいがた」は、新潟県でSDGsに基づく企業活動や地域づくり
を推進し、経済・社会・環境の好循環を地域に生み出すため、産官学
が連携して創設したプラットフォームです。SDGs関連情報を収集・発信
して、企業、自治体、教育・研究機関、各種団体、地域のネットワークを
広げ、それぞれのSDGs課題に取り組めるよう後押ししています。

【地域創生プラットフォーム SDGs にいがた 
準備会事務局（新潟日報社統合推進センター）】
新潟市中央区万代3-1-1  新潟日報メディアシップ内
TEL：025-385-7473　
Email：sdgs@niigata-nippo.co.jp

にいがたNGOネットワーク

国際教育研究会（RING）について
にいがたNGOネットワーク

国際教育研究会（RING）について
RINGは新潟県において持続可能な社会の担い手および教育実践者を増やすために、

身近なところから行動を起こすきっかけの場や環境づくりに取り組んでいます。

RINGの沿 革

RINGの活動内容

●学校・先生方への協力
出前講座や教員研修を通して、学校での授業実践や
探究活動をお手伝いしています。

●地域のイベント・セミナーへの協力
「にいがたフェアトレードフェスティバル」などのイベント
に協力し、講演やブース展示などを行っています。

●国際教育研究会（RINGセミナー）の開催
毎年県内各地、またはオンラインでセミナーを実施！
教育関係者だけでなくさまざまな職種の方や、大人から
子どもまで参加します。

2012年 第1回 国際教育研究会
国際理解教育推進と指導者の育成を目的に、にいがたNGOネットワーク(以下、Nネット)
内の勉強会として開催。

2015年 JICA東京主催 ネットワーク協議会に参加
小黒(現企画委員長)を含めた数名が、ネットワークを活用しながら国際理解教育を推進
するための知見を学ぶ。その後、JICA教師海外研修経験者が中心となり国際教育研究会
を運営することが決定し、JICA新潟デスクも含めた企画委員会を発足。

2016年 第10回 国際教育研究会
新たな運営体制で開催する“キックオフ”となった会。JICA海外協力隊経験者や海外の日
本人学校教員経験者などが集い、さまざまな視点から国際理解教育やESDについて学
ぶとともにネットワーク構築への第一歩となる。

2017年 第14～16回 国際教育研究会・学びあいフォーラムに参加
研究会を上越にて初開催。また、持続可能な地域社会づくりに取り組む全国の団体ととも
に「学びあいフォーラム」（開発教育協会主催）に参加し、ビジョンやミッションを再考。研
究会の愛称を「RING」に決め、Facebookページを開設。

第11～13回 国際教育研究会・にいがた国際フェスティバルにブース出展
ファシリテーションや児童労働をテーマに講師を招いて開催。年度最後の会では、JICA
教師海外研修報告会をJICAと共催で行い、次年度以降定例となる。また、Nネット主催の

「にいがた国際フェスティバル」に初めてブースを出展する。

2018年 第17～21回 国際教育研究会・SDGs-DAYにて発表
研究会を年5回に増やし、新潟県国際交流協会の国際交流ファシリテーター事業等との
連携により内容の充実を図る。また、Nネット内の団体(NVC)と協働して教材も開発。地域
連携の好事例として、RINGの取り組みを「SDGs-DAY」(JANIC主催・東京)において発表。

2020年 第27～29回 国際教育研究会・パンフレットとロゴを作成
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、研究会をオンラインにて開催。RINGを含め、SDGsや
国際理解教育の推進に関わる新潟の様々なアクターをまとめたパンフレットとロゴを作成。

2019年 第22～26回 国際教育研究会・JICA教師海外研修ネットワーク報告会にて発表
研究会を初めて佐渡で開催し、年間で上越、中越、下越、佐渡の県内全域で実施。総勢25
名（当時）のメンバーと協力し合い、多様なリソースと連携しながら満足度の高い研究会
を創造するRINGの取り組みを、JICA教師海外研修ネットワーク研修会（東京）で発表。

　私は2006年にJICA教師海外研修でカン
ボジアに行きました。現地では衝撃的なこと
がたくさんありました。でも、私が強く衝撃を
受けたことは、日本に帰国した時に乗った
電車で目にした日本人の表情の無さでし
た。当時、カンボジアは経済的に豊かとは言
えない状況でしたが、そこには「生きている」

表情がありました。日本は先進国のようですが、私の目に映る日本人
の顔はお世辞にも幸せそうではありませんでした。豊かさって何？経
済的に豊かになることが幸せなの？日本はカンボジアよりも教育が
普及しているけど、その教育にどんな意味があるの？そのような疑問
が次々と湧いてきました。どんな人でも、大きく考えればみんな同じ星
に生きる地球人。地球のことを知り、互いを認め合い、共に幸せに生
きていくにはどうしたらよいのかを考え、行動していく。そのような教
育が大切ではなかろうかと思い、教育実践を重ねてきました。今では
RINGという素敵な仲間と学びの場があることで、私はもっと安心して
伸び伸びと学び、豊かな人生に繋がっています。心がワクワクするこ
とに素直に、これからも魅力ある出会いと学びの場を創造していきま
す。ぜひご参加ください。明日もこの星で、あなたとともに。

RING代表挨拶

小黒 淳一さん

RING
企画委員長

明日もこの星で
あなたとともに

　国際協力推進の人材育成のために、学校
での国際理解教育を充実させる必要がある
という認識のもと、2012年12月、にいがた
NGOネットワークの国際教育研究会が発
足しました。徐々に参加教職員が増える中、
JICA新潟デスクの方から、教師海外研修の
参加教員による国際教育の授業実践報告

を国際教育研究会の研修に組み込む提案をいただきました。それは
当研究会の願うところでもあり、2013年度から今日まで継続していま
す。現在、多数の教職員がRINGで活躍していますが、多くはJICA教師
海外研修の経験者であり、新潟県の国際理解教育推進と国際協力
実践の中心的な役割を担っています。また、教職員以外の県民の方
がRINGに参加されていることも嬉しく思います。今後JICAはもとよ
り、他の関係機関とも一層連携を深めることで、国際理解教育の更な
る充実を期待したいと思います。

荒 幸男さん

にいがたNGO
ネットワーク理事長

にいがたNGOネットワーク代表挨拶

国際理解教育の
更なる充実を

キャリア教育講師として
協力隊経験者を派遣!

SDGsに取り組む企業や団体、
学校が多数参加!

CHECK!!CHECK!!

グローカル

とは？
地球規模（グローバル）の

視野で考え、
地域視点(ローカル)で
行動すること

RINGの
Facebookページは

こちら！

お気軽に
ご相談・ご参加ください!

地域創生プラットフォーム「SDGs にいがた」「学ぼう新潟の知恵」支援事業


